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1 前回の復習

1. ubuntuの操作

2. 画面への出入力 (printf,scanf)

3. 変数の宣言 (int float double)

4. 四則演算 (+ - * / ())

2 前回の補足

2.1 計算の優先

()を使った計算の優先は ()を使って行います．

また普通に書くときは [{ ()} ]という風にしていましたがプログラムでは ()を入れ子構造にします．

2.2 前回の演習問題 4の解答

1 #include <stdio.h>

2 int main(void){
3 double height,ceiling,bottom;

4 printf("上底，下底，高さの順番で入力してください\n");

5 scanf("%lf",&ceiling);

6 scanf("%lf",&bottom);

7 scanf("%lf",&height);

8 printf("%f\n",(ceiling+bottom)∗height/2);
9 return 0;

10 }

このようにして ()を使います．

3 条件分岐

3.1 比較演算子

条件分岐させるとき条件を設定する必要があります．

そのときある値と同値のときやそれより大きな時，小さな時にプログラムを実行すると言うような使い方をし

ます．
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比較演算子 意味

a==b 同値

a<b aより bが大きい

a>b aより bが小さい

a<=b bが a以上

a>=b bが a以下

a!=b aが bではない

3.2 if文

今回は条件分岐を行います．難しいように感じますが簡単に言うと”もし～だったら・・・する”っていうだ

けです．

実際その名の通り関数は ifを使います．それではコードを書いてみましょう

if� �
if(条件) プログラムの中身� �

1 #include<stdio.h>

2 int main(void){
3 int data;

4 printf("iPhone9は存在しますか？　 0:はい\t 1:いいえ\n");

5 if(data==0){
6 printf("正解です");

7 }
8 return 0;

9 }

実行結果� �
iPhone9は存在しますか？　 0:はい 1:いいえ 0 正解です

iPhone9は存在しますか？　 0:はい 1:いいえ 1� �
これによって特定の条件のとき if文の中身が実行されます．

3.3 else

elseを使う事によって ifで設定した条件とは反する場合に実行するプログラムを書くことができます．

先ほどのプログラムを elseを使って書き換えてみましょう

else� �
if(条件) プログラム else プログラム� �

2



1 #include<stdio.h>

2 int main(void){
3 int data;

4 printf("iPhone9は存在しますか？　 0:はい\t 1:いいえ\n");

5 if(data==0){
6 printf("正解です");

7 }
8 else{
9 printf("不正解です");

10 }
11 return 0;

12 }

実行結果� �
iPhone9は存在しますか？　 0:はい �1:いいえ 0 正解です

iPhone9は存在しますか？　 0:はい �1:いいえ 1 不正解です．� �
このような文章を作ることができます．

3.4 else if

else ifを使う事によっていくつもの条件を設定することができます．

else if� �
if(条件) プログラムの中身 else if(条件) プログラムの中身 else プログラムの中身� �

1 #include<stdio.h>

2 int main(void){
3 int data;

4 printf("1~3の好きな数字を入力してください\n");

5 scanf("%d",&data);

6 if(data==1){
7 printf("今日は SAINOに行こう\n");

8 }
9 else if(data==2){

10 printf("今日はロブジェに行こう\n");

11 }
12 else if(data==3){
13 printf("今日はチャイナに行こう\n");

3



14 }
15 else{
16 printf("1~3の数字を入力してください\n");

17 }
18 return 0;

19 }

実行結果� �
1 3の好きな数字を入力してください 1 今日は SAINOに行こう

1 3の好きな数字を入力してください 2 今日はロブジェに行こう

1 3の好きな数字を入力してください 3 今日はチャイナに行こう

1 3の好きな数字を入力してください 4 1 3の数字を入力してください� �
3.5 複数条件の分岐

3.5.1 論理演算子

条件の複数入力したい場合は if文を入れ子にするか次の表の論理演算子を使います．

複数条件の意味 論理演算子

And &&

Or | |

1 #include <stdio.h>

2 int main(void){
3 int score;

4 printf("今回のあなたの点数は?\n");

5 scanf("%d",&score);

6 if(60<=score && 100>=score){
7 printf("あなたは合格です．\n");

8 }
9 else printf("あなたは不合格です．\n");

10 return 0;

11 }

3.5.2 ネスト構造

if文を入れ子構造にすることもできます．これをネスト構造という風に呼びます．

1 #include <stdio.h>

2 int main(void){
3 int score;
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4 printf("点数を入力してください\n");

5 scanf("%d",&score);

6 if(60<=score){
7 if(score<=100){
8 printf("あなたは合格です");

9 }
10 }
11 else printf("あなたは不合格です");

12 return 0;

13 }

先ほどと同じプログラムを違う書き方をしてみました．このように一つのプログラムでも様々な書き方があり

ます．

3.6 switch文

if文と同じような条件分岐として switch-case文というものがあります．

下のプログラムを実行してください

1 #include <stdio.h>

2 int main(void){
3 int grade;

4 printf("あなたの評価を入力してください\n");

5 scanf("%d",&grade);

6 switch(grade){
7 case 0:

8 printf("頑張りましょう\n");

9 break;

10 case 1:

11 printf("単位は取れましたね\n");

12 break;

13 case 2:

14 printf("そこそこ頑張りました\n");

15 break;

16 case 3:

17 printf("とても頑張りましたね\n");

18 break;

19 case 4:

20 printf("すごく頑張りましたね!!\n");
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21 break;

22 default:

23 printf("入力が間違っています\n");

24 }
25 return 0;

26 }

swich文は caseごとに break文をつける約束があります.

外して実行してみましょう.

表示がおかしくなりますので気をつけましょう.

4 おまけ

4.1 書き方

C言語のプログラムは書き方にいろいろあります．例えばインデントの有無や中括弧の位置，そもそもほぼ

改行をしないコードの書き方もあります．いくつか例をあげますが，僕自身の見解としてはせめて改行とイン

デントはしたほうが読みやすいかと思います．

1 #include<stdio.h>

2 int main(void){int data;printf("とても読みづらい");scanf("%d",&data);printf("%d",data);return 0;}

とても読みづらいですね他にも例えば

1 if(){
2

3 }
4

5 if()

6 {
7

8 }

例えばこのように中括弧の最初の括弧を改行して書くか書かないかなどはプログラマー個人で好みの方を使え

ます．ただ本当に人によってまちまちなのであまり口を出すと宗教戦争になりかねないので気をつけてくだ

さい．

4.2 演習問題

1. 年齢を入力させ、20歳未満なら「酒を飲まないで!」、20歳以上なら「限度をわきまえて!」と出力せよ。
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4.2.1 榊くんの挑戦状

*榊くんの挑戦状は、BASICから難易度が高いです。もし解けなければ、普通の演習問題に取り組みましょ

う。

1. EASY

出題意図:if文,else if文を正しく書けるか。

int型の整数 a,bを宣言し、入力から a,bをそれぞれ受け取る。

a<bならば ’<\n’を

a=bならば ’=\n’を

a>bならば ’>\n’を

出力しなさい。

2. BASIC

出題意図:if文,else if文の複数条件が書けるか。論理演算子の優先順位を正しく覚えること。

int型の整数 a,bを宣言し、入力から a,bをそれぞれ受け取る。

a<b かつ (100<b または a<100) ならば "チャイナ\n",

a=b かつ (a=100 または b=100) ならば "もっちゃん\n",

a>b かつ (a<100 または b<100) ならば "ロブジェ\n",

上記以外ならば "SAINO\n"

と出力するプログラムを書きなさい。

3. BASIC

出題意図:問題文の求めている意味を理解して、if文を上手に使用できるか。

4つの int型の変数 a,b,c,dを宣言し、入力から a,b,c,dをそれぞれ受け取り、最大値を求めて出力する

プログラムを書きなさい。

出来た人はプログラムを改造し、最大値と最小値の両方を求めて出力するプログラムにしなさい。

なお、この問題は「繰り返し文」「配列」を習えば、N個の要素において最大値,最小値を求めることが

容易に書けるようになるので、既に書ける人は for文,if文,配列等を使用してスマートに解いても良い。

4. BASIC
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出題意図:四則演算を用いて,if文による条件分岐を適用できるか。

int型の整数 a,b,cが与えられます。

a+b=cならば "SAINO\n",

a-b=cならば "もっちゃん\n",

a*b=cならば "ロブジェ\n",

bが 0でなく,さらに a/b=cならば "チャイナ\n",

と出力せよ。なお、a/b において、aも bも整数型ならばその小数点以下は切り捨てられるという仕様

もこの機会に認識すること。

例えば、a=4,b=3,c=1の時は”もっちゃん”と”チャイナ”が出力される。

問題が簡単すぎてつまらない、もう C言語の基本文法は理解してるわボケェ、という人へ

この問題は、現在までの講座内容では解くことが不可能です。進んで勉強をしている人のために作りま

した。

具体的には、まだ習っていない繰り返し文,条件分岐,配列の知識が必要不可欠です。

5. 榊くんの挑戦状 EX(未履修範囲の知識が必要な問題)

1万個の要素に対して最大値、最小値、平均値、最頻値を求めるプログラムを作成せよ。

出来た人には榊くんが晩御飯を奢ります。

要素の挿入には rand()関数を用いて要素を挿入する (N=10000で 10000個手入力するのは頭が壊れる

のだ)。

配列を宣言し、rand()を用いて要素を挿入するプログラムのひな型を下に記す。これが読めなければ

この問題は即座にあきらめること。

なお、この問題の模範解法は配布しない。

講座終了後、知りたければその場でコーディングするので榊まで聞きに来てください。C言語が書ける

PCを持参すること。

(晩御飯奢り権は新学部 1年生先着 1名限定)

1 #include<stdio.h>

2 #include<stdlib.h>

3 #include<time.h>

4

5 #define N 10000
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6

7 int main(void){
8 int a[N];

9 srand((unsigned)time(NULL));

10

11 for(int i=0;i<N;i++){
12 a[i]=rand();

13 }
14

15 return 0;

16 }
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